
別紙様式２
	環境保全措置の概要（運搬に際し講ずる措置、積替え施設又は保管施設において講ずる措置を含む。）
(1)運搬に際し講ずる措置
・車両による運搬に際しては、容器をロープで固定し、荷台にシートを被せることにより、揮発・落下等を防止する。また、破砕のおそれのあるものについては、緩衝材等を用いることにより、破砕を防止する。

・容器等の運搬施設に劣化、破損等がないことを使用前に確認する。

・１台の車両で複数の廃棄物を運搬する場合、運搬容器に入れ、混和を防止する。

・それぞれの廃棄物の性状に応じ、以下のとおり適切な措置をする。
種類
措置
水銀使用製品産業廃棄物
破砕することのないように、また、他の物と混合しないように区分する。

水銀含有ばんじん等

容器に入れ、飛散流出を防止する。


(2)積み替え保管施設において講ずる措置
≪積替え保管がある場合≫
積替え後の運搬先が定められている産業廃棄物を、適切に保管できる量を超え、又は性状に変化が生じないうちに搬出する。
≪積替え保管がない場合≫
積替え保管を行わない。



申請する産業廃棄物の種類ごとにどのような措置を講ずるか具体的に記載してください。





水銀廃棄物の運搬に際し講ずる措置について、ガイドライン等を参照の上、記載してください。









